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社会保障・税一体改悪許さず、社会保障の拡充を！ 
         ２.1５年金支給日  全道各地で宣伝行動行います。 
 

自民・公明政権は、今年 8 月からの生活保護基準引き下げや、10 月か

ら年金の１％削減などを含む 2013 年度予算を強行しようとしています。生

活保護基準は、他の多くの制度にも影響し、国民全体の問題です。 

一方、社会保障制度改革国民会議では、社会保障給付の重点（保険外

し）、負担の適正化（負担増）などを目的に、高齢者医療制度のあり方とと

もに、保険料や公費の在り方も検討課題になっています。 

今でも、生活は大変です。社会保障の改悪ではなく、社会保障を拡充させる世論を広げましょう。 
 

札幌中心街宣伝 1２：１５－１２：４５  パルコ前 
        道生連、消費税廃止道各界連とも共同して行います。  
 
全道各地域での宣伝・署名行動                    ２月 7日現在  

 

７０～７４歳の医療費負担を２倍にしないで！ 
 

安倍自公政権は、参議院選挙後の２０１4 年度から７０～７４歳の医療費負担は２倍にすることを表明して

います。札幌社保協では、市議会議長と各会派に、「70 歳から 74 歳高齢者の窓口負担増の中止を求める

意見書」提出を求めています。政府や自治体にも働きかけましょう。 

  

札幌社保協の意見書案文より 

高齢者は年金が下がる中で、国民健康保険料、介護保険料などの負担は上がり、大変きびしい生

活を余儀なくされています。生活費節約のため食費を削る家庭も少なくありません。 

高齢者は当然のことながら医療の必要性も高く、「７０歳になれば負担が軽くなる」と心待ちに

している人も数多くいます。このような時に窓口負担を倍増させることは、医療が受けられない人

を増やし、重症者の増加だけでなく命に関わる事態も増えることになりかねません。 


